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沿 革

明治31年 4月 府立京都図書館御苑内創立

館長三宅五郎三郎氏就任

11 6月 業務開始

33年 夜間開館開始

館長原田千之助氏中道貫一氏と異動

36年 4月 館長湯浅吉郎氏就任

11 10月 巡回園書館(貸出文庫)制度開始

内 38年 4月 児童室開設

39年 6月 館外貸与規則制定告示

H 11月 新館起工式

42年 2月 新館竣工

H 3月 京都府立京都圏書館規則告示

11 4月 新館開館

大正 5年 5月 湯浅吉郎館長退職

11 10月 北畠貞顕氏館長に就任

8年 1月 本館図書分類目録編纂に着手

11年 4月 貸出文庫を増設

14年 3月 児童室閉鎖

昭和 3年 3月 帯出規程告示

H 4月 個人貸出実施

〆〆 6月 和漢図書分類目録分類表12冊作製

~ 
9年 10月 京都府中央図書館に指定

15年11月 北畠貞顕館長退職 内藤乾吉氏館長lζ就任

16年 5月 児童室復活開室

22年 7月 内藤乾吉館長退職 西村精一氏館長に就任

11 8月 館外貸出廃止

23年 4月 児童室を現在室に移転

H 9月 読書ルーム開設(河原町丸善京都底地下)

24年 4月 読書相談開始

H 6月 河原町分館開館(河原町丸善京都底地下)

25年 2月 伏見分館開館(伏見信用金庫2階)

〆f 3月 巡回図書館(貸出文庫)廃止

11 6月 宮津地方分館開館(宮津町役場内)

11 7月 綾部地方分館(綾部市立図書館内)及び

峰山地方分館(丹後地方教育局内)に開館
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昭和25年 8月 学生自由閲覧室新設

H 11月 京都府立図書館設置条例公布(条例第62号)

26年 4月 上京分館開館(北区紫郊会館内)

〆〆 9月 本館大閲覧室屋根修理着工休館

11 10月 本館蔵書一部知恩院倉庫i乙別置

f〆 11月 本館大閲覧室安全開架式を実施

H 12月 本館新体制で開館

27年 6月 本館読書相談係設置

〆〆 7月 園部地方分館(園部町立図書館内) 周ぬ1

北桑田地方分館(京北町下中〉及び

木津地方分館(旧役場内)開館

28年 4月 宮津地方分館市立図書館内に移転

本館月曜日休館を実廊

29年 2月 伏見分館新築工事着工

11 7月 木津地方分館(木津小学校内)に移転

伏見分館庁舎峻工移転

f〆 9月 京都府立図書館「善本目録」作製

30年 6月 峰山地方分館移転(丹波公民館内)

〆F 9月 青年学級文庫実路

31年 5月 上京分館移転(桜谷文庫内)

H 9月 河原町分館閉館

32年 6月 中京分館(河原町分館改称)開館(烏丸庁舎内)

〆ノ 10月 宮津地方分館移転(労働セツルメント内)
四 1

35年10月 中京分館館外貸出実胞

37年 9月 峰山地方分館移転(丹波小学校内)

38年 3月 本館読書相談係学生自習閲覧室貸出文庫閉鎖

蔵書の一部を資料館へ綴出

H 5月 木津地方分館移転(町民センター内)

H 7月 綾部地方分館移転(市民センター内)

H 10月 西村精一館長転出(京都府立総合資料鎗長へ)

相馬利雄氏館長に就任

/ノ 11月 本館 日曜土曜午後・夜間を休館

// 12月 児童室土・日曜休室

〆〆 1月 本館外装改修工事

H 5月 本館夜間土濯午後再開(9持迄)貸出室設置

児童室館外貸出実胞土曜日開室
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昭和39年 5月 宮津地方分館移転(宮津市立図書館内)

伏見分館館外貸出実路

が 7月 市内分館日曜日休館を実施

40年 1月

11 7月

11 9月

グ 11月

41年 9月

11 11月

中京分館仮移転(京一高同窓会館)

児童室に母親文庫設置

府教育委員会基本規則一部改正

教育庁係等設置規程一部改正lとより図書館に課制実施

中京分館移転(京都府中京庁舎内)

綾部地方分館閉館

園部地方分館閉館

自動車文庫命名式(姥川知事「あゆみ号」と命名)e 42年 7月 本館修繕工事

• 

11 9月 貸出室移転再開

44年12月 本館夜間閉館時間(7時)の変更

45年 8月 相馬利雄館長退職荒尾利就民館長事務取扱就任・転出

47年 4月

48年 4月

11 6月

49年 4月

50年 3月

岩崎彰之助氏館長就任

宮津地方分館 宮津市立図書館内に移転

本館貸出室の図書を閲覧室民統合 第2閲覧室開室貸出方式をブラワン方

式に切替

岩崎彰之助館長転出 吉川博明氏館長就任

上京分館館外貸出実施

吉川博明館長転出庄林二三雄氏館長就任

庄林二三雄館長退職宮本英男氏館長就任

木津地方分館閉館

身体障害者用 便所・スロープ新設

宮本英男館長退職

11 4月 布村忠雄氏館長就任

11 5月 本館〈閲覧室・中央カウンター・本館新聞雑誌室開設)内装工事

本館閲覧室を完全開架式に切替

51年 4月 本館閲覧周目録作成に着手

11 5月 上京分館閉館 (51.5. 8) 

/1 7月 児童室改修工事

52年 3月 本館改修工事(外装屋根葺替玄関・防災設備)

11 3月 本館閲覧周目録整備完了

53年 3月 本館書庫の改修工事
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2. 利用状況

(l) 昭和53年度における本館および市内 2分館の個人貸出による利用状況は次の表のとおり

である。

個人貸出状況

よ子ごご 登 録 者 数 貸出者数 貸 出 冊 数

8， 7 1 2 人 40，265 人 69，612 冊
本 館

(うち児童 2，461 ) (うち児童 15，493) (うち児童 28，264) 

伏 見 分 館
5.428 4 3，2 39 74.156 

(うち児童 2.470 ) (うち児童 18，617) (うち児童 32.668) 

中京分館 847 1 0，524 20，09 3 

計
1 4，9 8 7 9 4，0 28 1 6 3，8 6 1 

(うち児童 4，931 ) (うち児童 34，110) (うち児童 60，932)
'---- --

一日館外貸出利用状況

王子ごご 開館 日 数 一日平均貸出者数 一日平均貸出冊数

247 日 163 人 282 冊
本 館

(児童室 247日〉 (児童室 63人) (児童室 114冊)

伏見分館 286 151 259 

中京分館 279 3 8 7 2 

制本館改修工事のため 53年 12月1臼-12月28日まで休館したので本館開舘日数は

例年より少ない。

5 3年度の本館、 2市内分館の全貸出冊数は、 163，861冊(うち児童書 60，932冊〉とい

う状況である。

登録者数においては 14，987人〈うち児童 4，931人)となっている。その登録状況は次表

のとおりである。
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個人貸出登録状況

よ子之ご 一 般 学生・生徒 児 童 iロh 計

人 人 人 人
本 館 1，629 4，622 2，461 8，712 

伏見分館 1.411 1，547 2，470 5，428 

中京分館 576 271 847 

iロb‘ 計 3，040 6，440 4，931 14，987 

一般・児童の登録数は、その図書館の地域社会に対する結びつきを示すバロメーターとも

いわれている。当館全体では 53.2 %であり、伏見 72%、中京分館は 68%である。

(2) 地方分館は団体貸出しを中心Iと奉仕をしているが、個人貸出しについても要望に応え一部

実施している。その状況は次のとおりである。

地方分館個人貸出状況

V子之と 登録者数 貸出者数 貸出冊数

172 人 1.264 人 1.724 冊
峰山地方分館

(うち児童 91) (うち児童 792) (うち児童 905) 

8 7 3 3，904 7， 7 5 5 
宮津地方分館

(うち児童 501) (うち児童 3，583) (うち児童 6，977 ) 

501 1. 4 0 4 2， 7 9 8 
北桑田地方分館

〈うち児童 181) (うち児童 859) (うち児童 1，723) 

1，546 6，5 7 2 1 2，2 7 7 
計

(うち児童 773) (うち児童 5，234 ) (うち児童 9，605 ) 
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地方分館団体貸出状況

ぷ?¥とご 貸出団体数 貸 出 冊 数

団体 905 冊
峰山地方分館 6 8 

(うち児童 371) 

1，388 
宮津地方分館 56 

(うち児童 596) 

1，7 50 
北桑田地方 分 館 6 6 

(うち児童 184) 

4，043 
計 190 

(うち児童 1，151 ) へ
(3) 自動車文庫の利用状況

昭和53年度における自動車文庫は 1市 12町24駐車場において実胞した。

利用状況は次のとおりである。

自動車文庫貸出状況

3 3 279 

団体 団体
31， 945 

(うち児童 18，429) 

冊

登録団体数 貸出者数(団体〉 貸出冊数
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(4) 貸出文庫の利用状況

昭和53年度における貸出文庫は 5市 1町の家庭文庫・地域文庫の30団体において実胞した。

利用状況は次のとおりである。

登

4.1 3 3 

貸 冊

とオ貸出団F4録 出

登録団体一覧

市町名 団体数 登 録 団 体 名

向 日 市 2 イトーピア子供文庫・上植野東子供文庫

長岡京市 2 西ノ京文庫・滝ノ町子供文庫

大山崎町 2 竹の子文庫・おぐら文庫

字 治 市 2 西小倉地域文庫の会・木幡リス文庫

減 陽 市 4 なかよし文庫・鴻巣台文庫・東広因子供文庫・堀口こども文庫

松ぽっくり文庫・上高野子ども文庫・岩倉三宅町子ども会

修学院子供文庫・一乗寺子ども文庫・新道児重文庫

王R 都 市 1 8 
西野山文庫・西伊達町子ども文庫・さわらぴ文庫

フ 7 ミールなかよし・右京ノ塁文庫・新田町文庫

かどの児童文庫・西陣絵本をよむ会ー山の内子供文庫

おにの乙文庫・つくし文庫・樫原子ども文庫

計 (5市1町) 30 

(5) へき地等巡回文庫の利用状況

昭和53年度より新規事業として、へき地等を対象地域iζし、 5町 1村に 10配本所を設け

巡回文庫サーピスを実胞した。

利用状況は次のとおりである。

町 村 名 配本所数 貸出冊数 のべ貸出冊数

弁 手 町 2 200X2 400X2 

和 東 町 2 H 11 

笠 置 町 2 11 〆〆

南山城村 2 11 H 

;1、 木 町 1 20 0 X 1 20 0 X 2 

和 町 1 11 H 

計 1 0 2.0 0 0 4;000 
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(6) 読書栢談状況(昭和53年度)

読書相談は年々利用者が増加し質問内容も巾広〈、従って総合資料館や類縁機関との相互協

力がますます必要である。

昭和53年度における読書相談件数は次のとおりである。

言トご之 口 頭 電 話 文 書 計

読書相談件数 988 494 5 1 1.533 

1 日 平均 4 2 
月平均

5 
開館日数

247日

制 1 1月より実胞した相談件数調査表による概算である。

書架案内等は件数iζ含まれていない。

文書による読書相談については、 53年度(1 0月〉から総合資料館に回答依頼の協力を得

る乙とカEできた。

a図書館資料

昭和53年度末における図書館資料は次のとおりである。

( 1 ) 図 書

o蔵書冊数

いぐ
阻和53.4. 内訳 昭和54.3.
1 現在 受入冊数 払出冊数 31現在 備 考
蔵書数 購入寄賜その他 草案書数

閲覧整理課 日，79抑 4，690 4，027 555 108 4，055冊 65必d田
〆

本

騨掛 6，633 ー 127 6，506 

自動車文庫 19，397 1，585 1.585 247 20，735 
館

貸出文庫 3，906 2，640 2，640 15 6，531 

伏見分鎗 12.888 1，811 1，071 731 9 424 14，275 

中京分館 7，185 1，014 772 228 14 95 8，104 

峰山地方分館 6，414 461 461 ー 1 6，874 

宮津地方分館 5，101 453 453 3 5，551 

北桑田地方分館 7，743 467 467 ー 337 7，873 

計 134，064 13，121 11，476 1，514 131 5，304 141，881 

-8-

〆へ

へ



分 類

館 名 5 3 主手

本 館

伏見タ

分類 閲覧整理課 百分比 館鎚外回奉文仕間諜 百分比 自動車文庫 百分比 貸出文庫 百分比

内| 冊 タ 冊
2.2 男

冊 売 冊 タ
O 総 記 2.320 3.5 145 308 1.4 18 0.3 7 

1 哲学・宗教 2.451 3.7 226 3.4 512 2.5 21 0.3 4 

2 歴史・地誌 5.226 8.0 593 9.1 1.222 5.9 29 0.4 1.0 

3 社会科学 9.270 14.2 924 14.2 1.973 9.5 86 1.3 1.2 

4 自然科学 3.805 5.8 388 6.0 651 3.1 55 0.8 7 

5 工 業 2.749 4.2 379 5.8 1.041 5.0 110 1.7 3 

6 産 業 1.347 2.1 154 2.3 468 2.3 24 0.5 1 

7 コzHzr 術 3.312 5.1 477 7.3 1.081 5.2 62 0.9 4 

8 三回ロ五 学 1.121 1.7 50 1.5 147 1.1 12 0.2 2. 

9 文 学 13.402 20.5 2.621 40.2 7.470 36.0 361 5.5 5.4: 

計 68.8 % % 売
45.003 5.957 92 14.873 72 778 11.9 10.7 

児 童 書 9.517 (14.5冊) 549 (8冊) 5.862 (28冊) 1.483 ( 22.7冊) 3.5 

そ の 他 1 0.91 2 (1 6.7冊) 4.2 70 (65.4) 

~ 計 65.432 (10ず 6.50 6 ( 1 0 <%' 20.735 ( 10後冊〉 6.531 (10ザ冊 14.2 ' 



冊数

( 54. 3. 31 現在〉

度

備 考

館 百分比 中京分館 百分比 峰分山地館方 百分比
宮 津 地 方

百分比 分北桑田地館方 百分比
分館

合 計 百分比

冊 気 冊 売 冊
2.3 芦

冊 声 冊
2.9 売

冊
3.2 売O 5.1 478 5.9 155 117 2.1 231 4，502 

2 2.9 330 4.1 192 2.8 90 1.6 198 2.5 4，432 3.1 

9 7.1 685 8.4 504 7.3 328 5.9 622 7.9 10，228 7.2 

2 8.8 1，157 14.3 736 10.7 470 8.5 793 10.1 16，671 1 1.7 

1 5.0 269 3.3 259 3.8 156 2.8 278 3.5 6，582 4.6 

O 2.6 238 2.9 211 3.1 179 3.2 261 3.3 5，538 3.9 

7 1.9 148 1.8 184 2.7 150 2.7 280 3.6 2，872 2.0 

8 3.0 590 7.3 358 5.2 216 3.9 412 5.2 6，936 4.9 

4 1.7 80 1.0 64 0.9 26 0.5 88 1.1 1，832 1.4 

5 38.1 4.129 51.0 3ρ70 44.6 2，034 36.8 3，776 47.9 42，298 29.8 

売 売 売 売 売 売
.8 75.2 8.1 04 100 5，733 83.4 3，766 68 6，939 88 101，891 71.8 

.7 (24.8冊) 1.141 ( 1 6.6冊) 1，785 (32冊) 934 (12冊) 24，808 (17.5冊) 

冊
1 5，1 82 (1 0.7 ) 

冊 冊
5，551 (1 O~ 冊 7，873(1oq冊s 冊

8，104 (1 O~ 6，874 (1 O~ 14ω81 (lOOi 



(2) 逐 次 刊 行物

よ子~ 新 関 雑 誌 計 備 考
〈官 報)

本 館 1 4 9 5 109 

伏見分館 6 3 2 38 

中京分館 6 27 3 3 

'" 
逐次刊行物所在一覧

誌 名 出 版 社
所 在

備 考
本館 伏見 中 京

ア アサヒカメラ 朝 日新聞社 O O 

アサヒグラフ 11 O O 

朝日ジャーナル 〆〆 O O O 

新しい住いの設計 サ ーノ ケ イ O 

ウ 海 中央公論社 O 

エ エコノ ミ ス ト 毎 日 新商社 O 

栄養 と料理 女 子 栄 養 大 O 

S F マガジン 早 111 書 房 O O 

オ オ ール読 物 文 セz白zf 春 秋 O O O 、

親 子 読 書 岩 崎 書 庖 O 

音 楽 の 友 音楽之友社 O O 

カ 会社四季報 東洋経済新報社 O 

科 学 朝 日 朝 日 新商社 O O 

かがくのとも 福 音 館 O O 

学校図書 館 全国学校図書館協議会 O 

カ メ フ 毎 日 毎 日新聞社 O 

からだの科学 日 本 評 論 社 O 

キ キ ネ マ旬報 キネマ旬報社 O O 

教 育 厚 徳 社 O 

教 育 の 森 毎 日 新聞 社 O 
、

京 都 白 111 書 院 O O O 

奇 想 天 外 奇想天外社 O 

ク 暮 しの設 計 中央 公 論 社 O O 

暮 し の手帖 暮しの手帖社 O O O 

群 像 講 談 社 O O 

ケ 経 済 評 論 日 本 評 論 社 O 
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誌 出 版 社
所 在

備 考名
本館 伏 見 中 尽

ケ 蛍 雪 時 代 旺 文 社 O 

せzまz- 術 新 潮 新 潮 社 O O 

月刊 尽 都 美 乃 美 社 O O 

月刊社会教育 国 土 社 O 

月 干日 福 主上 全国社会福祉協議会 O 

月刊 歴史公論 雄 山 関 O 

月刊労働問題 日 本評論社 O 

言 語 生 活 筑 摩 書 房 O 
府内

三zまz- 術 生 活 芸術生活社 O 

コ 公 害 研 究 岩 波 書 居 O 

国文学解釈と鑑賞 至 文 堂 O 

こどものしあわせ 草 土 文 化 O 

子供の科学 議文堂新光社 O O 

乙どものとも 福 音 館 O O 

サ サン デー毎日 毎 日 新開社 O O 

ユノ 時事英語研究 研 究 社 O 

自 然 中央公論社 O 

思想の科学 思想の科学社 O 

思 想 岩 波 書 庖 O 

児 よ呈虚昆主 Jυ 理 金 子 書 房 O 

週 千日 朝 日 務 日 新聞社 O O O 

週刊 女性自身 光 文 社 O 

週 刊 新 潮 新 潮 社 O 所内

週 刊 文 春 文 でヨ鍾Er 春 秋 O 
、』

週刊ベースボール ペースポールマガジン O 

週刊ダイヤモンド ダイヤモンド社 O 

主 婦 の 友 主 婦 の 友社 O O O 

趣味の園芸 日本放送出版協会 O O 

住 民 と 自 治 自治体開題研究所 O 

受 験 新 報 法 学 書 院 O 

住 宅 画 報 住宅新報社 O 

社会福祉研究 弘 済 ~ O 

社会保障研究 社会保障研究所 O 

小学一年生 学 館 O 

/〆 二年生 11 O 

11 三 年 生 11 O 
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誌 名 出 版 社
所 在

備
本館 伏 見 中 京

考

ユノ 小学四年生 学 館 O 

11 五 年生 11 O 

11 六 年生 11 O 

商 居 界 誠文堂新光社 O 

新 潮 新 潮 社 O 

説 新 瀬 11 O O O 

時 刻 表 日本交通公社 O O 

~ ~ ユ ス ト 有 斐 趨 O 

ス スイングジャーナJレ スイングジャーナル社 O 

セ 世 界 岩 波 書 臣 O O O 

ソ 装 苑 文化出版局 O 

壮 快 マイヘルス社 O 

タ 太 陽 平 凡 社 o. O O 

旅 日本交通公社 O O O 

チ 中 央 公 議 中央公論社 O O 

テ ア ア ト ロ ア ア ト ロ 社 O 

展 望 筑 摩 書 房 O O 

天 文 ガ イ ド 誠文堂新光社 O 

ト 東 洋 経 済 東洋経済新報社 O 

図 書 館 界 日本図書館研究会 O 

図書 館 雑 誌 日本図書館協会 O 

都 市 間 題 東京市政調査会 O 

向、 ドレスメイキング 鎌 倉 書 房 O 

ーー 日本児童文学 盛 光 社 O 

ノ、 母 の 友 福 音 館 O 

ヒ 美 術 手 帖 美術 出版社 O 

フ 婦人倶楽部 講 談 社 O 

婦 人 公 論 中央公論社 O O O 

部 落 部落問題研究所 O 

部 落 解 放 解放出版社 O 

文 学 岩 波 書 庖 O 

文 学 界 文芸春秋 社 O 

文 昔z主z- 河 出 書 房 O 

文 tzuz r 春 秋 文 芸春 秋社 O O O 

文芸春秋デラ yクス 11 O 

J、 別 冊 ジュリスト 有 斐 関 O 
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誌 出 版 社名
;t:館

所 在
備 考

伏見 中 京

，、
ilU 冊 太 陽 平 凡 社 O O 

ホ 法 律 時 報 日本評論社 O 

法律のひろば ぎ よ つ せい O 

.マ 毎 日 グ フ フ 毎 日 新 商社 O 

毎 日 フ イ フ 11 O 

ミ ミ セ ス 文 化出 版局 O 

ム 無線 と実験 誠文堂新光社 O 

モ モーターフ 7 ン 一 栄 書 房 O 
欄内

ヤ 山 と 渓 谷 山 と渓谷社 O 

フ 洛 味 洛 味 社 O 

ボ J 集 英 社 O 

Jレ る る ぶ 日本交通公 社 O 

レ 歴 史 ユ詰まE 本 人物往来社 O 

計 95 32 zl 

朝 日 新 関 O O O 

尽 都 新 間 O O O 

サンケイ新聞 O 

日刊工業新聞 O 

日本経済新聞 O O O 

スポーツニヲポン O 

デイリースポーツ O 府関1
報 知 新 聞 O 

毎 日 新 関 O O O 

タ 刊 尽 都 O 

2訪主E 7コ企e 新 間 O O O 

朝日小学生新聞 O 

朝日写真ニュース O 

官 報 O 

衆議院会議録 O 

参議院会議録 O 

計 14 6 6 

」一一
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戸

4. 行事

(1)映画のつどい

本館児童室では、子どもと本との出あいを目的に児童図書に関した映画を上映した。

臼 時 映 画 題 名 参加者
(かみしばい題名)

5月12日 『ジャツクとまめの木』 5 1名
( rうりこひめとあまのじゃく j) 
( rチョコレートカステラだいじけんj) 

9月27臼 『『ベルと怪獣王子』 5 7名
( ハンスのしゐわせj) 
( rてんぐとかっぱとかみなりどん j) 

1 1月208 『おやひぴ姫』 6 9名
( r注文の多い料理屈 j) 
( rばんくがえる・ぺちゃんζがえる j) 

2月23日 『北風のくれたテーブルかけ』 5 7名

(2) 利用者のつどい

伏見分館では、図書館サービスについて利用者と職員が一緒に考え話しゐうつどいを開催した。

期 日 昭和 53年 11月12日

会場 伏 見 分 館

参加者 一般利用者 1 5名

講演 「読書と子どもの成長について」

講師 京都府教育研究所長佐々木元稽

(3) 図書館職員研修

府民が求める情報と図書館の資料を結びつける仲介者としての図書館職員には、専門的な知

識と高度な技能が要求される。当府立図書館では、京都府図書館等連絡協議会と共催で、府

下公共図書館、公民館図書室等に勤務する職員を対象iζ、下記研修会を開催した。

月 日 研修テ マ 議 自聞 メ~玄 場 参加者

目録規則について 同志社大学 委
9月28日

教授青 木 彦
京都堀川会館 30 

目録の作成について 京都府立総合資料館

主査竹中靖雄

レファレンスサービスについて 近畿大学

10月17日
助教授野上 衛

社会福祉会館 20 
レファレンスの実際について 京都府立総合資料館

主査浜辺一彦

2月'2:l日 調査と統計
Jjl.都大学

教授森 耕一
社会福祉会館 15 

3月'2:l日 図書館関連法規について
近畿大学

社会福祉会館
教授小野村資文

15 
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5. 経費

昭和53年度末における経費(図書館費)は次のとおりである。

費 目 金 額 害。 15- 備 考

千円 売
1 人 件 費 1 5 7，1 4 8 6 8.6 

2 図書館資料費 1 5，4 1 0 6. 7 

(図 書 費) ( 1 3，760 ) 6.0 ) 
周へ

(定期刊行物費〉 1.650) 0.7 ) 

3 そ の他 経 費 11.596 5. 1 

4 臨 時的経費 4 4，89 8 19.6 
本館書庫
改修工事

計 2 29，0 52 100 

館別図書館資料費内訳

よ¥¥EZ図 書 費 定期刊行物費 計

本
千円 千円 千円

館 7，256 930 8，1 8 6 

用問1

伏 見 分 館 970 3 30 1.300 

中 尽 分 館 760 3 30 1，0 90 

地 方 3 分館 1. 2 3 0 6 0 1，290 

自 動車文 庫 1. 4 1 0 一 1. 4 1 0 

貸 出 文 庫 300 300 

巡 回 文 庫 2，0 0 0 2，0 0 0 

計 1 3，9 2 6 1，650 1 5，5 7 6 
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6. 組織

職員は、館長以下事務員 34名、主支術職員2名、計36名(司書有資格者 21名)である。組

織を図示すると次めとおりでゐる。(注()内は司書数) ( 53.4.1現在)

館長一一館長補佐
1 (1) 2 (1) 

7. 施設の概要

館 名 指

敷 地

建 物

本 館 繕 造

建 築年

〔据治31年 〉
4 月

収 容

敷 地

建 物
伏見分館

犠 造

建 築年

(昭和25年 〉
2 月 収 n廿-

専有面積

中京分館 構 造

建築年

(昭和26年 〉
6 月 収 H企hヨ・

庶 務課 5
(兼務1を含む)

(O)--f一人事・庶務・会計

」ー給与・広報・庁務

閲覧整理課 15
(兼務1を含む)

「一図書館資料選定収集分類目録作成

ω一一斗ー図書館資料の利用調査・相談

」ー児童室の運営

「一地方分館の連絡調整

館外奉仕課 5 (3)一一十一自動車文庫の運営

」ー館外活動の普及

伏見分館 4 (3)一一一一分館の運営

中京分鎗 3 (2)ー一一一一分館の運営

峰山地方分館 1 (0ー一一一一分館の運営

宮津地方分館 1 (0一 一 一 一 分 館 の 運 営

北桑田地方分館 1 一一一一分館の運営

設 の 概 要 館 名 胞 設

3，745.12rrt 専有面積

2，6 2 6.0 4 rrt 峰 山

地方分館 権 造

木造レンガ造 3階建

明治42年
建築年

《昭和25年 ) 庁舎の

児新自聞童習雑誌室室室 831O O 5 

7 月 所有

専有面積

874.01 rrt 宮 津

地方分館 構 1、£旦と

335.53rrt 
建築年

木造平屋建
(昭和25年 〉 庁舎の

昭和怨年 6 月 所有

閲覧 64席 専有面積

158rrt 北桑田

地方分館 構 造

ヂ需品長結E高千
建築年

昭和40年
(昭和zl年 ) 庁舎の

閲覧 33席 7 月
所有

-16ー

の 概 要

72.00ηf 

木造 2階建
(峰山町公民館}

峰山町

52.95rrt 

鉄筋コンクリート2階建
(宮津市立図書館内〉

昭和46年

宮津市

79.34rrt 

木造2階建
(北桑田教育局内)

昭和27年

京北町

制( )は開館年月



8. 利用案内

(l)所在地一覧

館 名 所 在 地 電 話 郵便番号

本 館 京都市左京区岡崎成勝寺町9
771-0069 

606 
771-2450 

伏 見 分 館 京都市伏見区瀬戸物町746 601-9148 612 

中京分館 京都市中京区富小路ニ条上ル 211-5728 604 

峰山地方分館 中郡峰山町字堺 07726-2-4117 627 

宮津地方分館 宮津市鶴賀 07722-2-2730 626 

北桑田地方分館 北桑田郡京北町字下中 07715-4-0364 601-05 

(2) 開 館 時間

館 名 開館時間 備

閲覧室 自習室
月 ~土 9.30 - 1 9.0 0 

新聞雑誌室
本 館

児 童 室 月~土 1 3.0 0 - 1 7.0 0 

市内分館 伏見 . 中京 月 ~土 1 2. 0 0 - 1 8. 0 0 

月 ~金 8.30 - 1 7.00 

地方分館 峰山・宮津・北桑田

土 8.30 - 1 2.0 0 

(3) 休館日

-国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第 178号)Iζ規定する休日

・日曜日

• 1月 2日から同月 4日まで及び12月27日から同月 31日まで

.毎月の月末日

・特別整理期間(特に館長の定める期間〉
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周時1

考

周同〉




